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はじめに
　本稿は、聞き取り調査によるジェンダー史の試みとして、戦時下に宮崎県女子馬耕技術教導隊に所属
し活動した経験を持つ女性にインタビューを行い、「馬耕」という経験をライフストーリーとジェンダー
の関わりから考察したものである1。戦時下における体験を記録する作業は多方面にわたって行われてい
るが、この考察は、地域女性史の保存という観点からだけでなく、「女性の経験」をジェンダー史に位置
づけようとする試みである。
　まず、宮崎県における戦時下の状況、宮崎県女子馬耕技術教導隊について整理した上で、宮崎県女子
馬耕技術教導隊経験を持つYさんの経験を考察する。
1．宮崎県女子馬耕技術教導隊について
1・1　戦時下における宮崎県の状況
　『宮崎県政八十年史』によると、1935年から1937年にかけて昭和天皇の統監のもとに陸軍特別大演
習が都城市を中心に展開された。日中戦争が始まったことにより、都城歩兵第二十三連帯にも出動命令
があった。満州事変以来の出兵である。宮崎県の各地で出兵兵士の見送りが行われ、また、兵士だけで
はなく馬匹徴発令も出されたため馬も人と同様に戦地へと駆り出されていった。
　一方、銃後の守りに就いている宮崎県民は、宮崎県の部隊の活躍をはじめとする戦果にわいたという
（別府、末永、杉尾1992）。例えば、1937年12月に南京城陥落が伝わると県内各地で祝賀会が開かれた。
また1938年10月中国中部の要衝武漢三鎮が陥落した際にも各地で旗行列を行い、祝った。しかし一方
で、戦死した兵士、戦病死した兵士達の無言の帰還もみられるようになった。1938年4月までの出動人
員は17488人で戦病死者は556人、翌年には戦病死者は2036人と急増加した。
　1937年の国民精神総動員運動において、東京では日比谷公会堂で国民精神大演説会が開催されたが、
宮崎県でもこのような動きにこたえるために祖国振興隊が作られた。この組織は県内で各方面に影響を
与えた。戦時体制下の中で県民は食糧増産をはじめ、勤労倍加運動、生活・教育など実践活動を行った
のである。
現在「平和の塔」と呼ばれている「八紘之基柱」が1939年5月20日に起工され、翌年の11月25日
に完成した。「八紘一宇」の文宇が刻まれた石塔である。八紘之基柱建設の提唱者は当時の県知事相川勝
六で、建設の趣旨は神武天皇が即位したときの勅語であるとされる建国の理想を、神武天皇の東征まで
に日向の地で培養されたものとして、それを実際に表現することにあったとされている。使用された礎
石1789個は県内の各市町村から一個ずつ、国内各府県・朝鮮半島・満州など出兵中の各部隊から献石さ
＊宮崎公立大学准教授
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れたものである。この建設工事に要した労働力の延べ人員は約6万人と報告されている。しかしながら、
その多くは学校隊や祖国振興隊などの勤労奉仕であった。
　日中戦争の長期化により、景気は軍事産業を中心にして好景気であった。宮崎県においても経済統制
が強化されていったにもかかわらず、太平洋戦争勃発の1941年までは活発な経済活動が展開されていた。
農業においても米や麦、甘藷などの増産、畜産業の発達、水産業の活況などの活発な経済活動が見られ
た。これらの原動力の一つとして、「天孫降臨の地」と自負していた宮崎県が全国に先駆けて1940年に
予定されていた神武天皇即位紀元二六〇〇年祭を目指して「勤労倍加」、「食糧増産」などのスローガン
を掲げ、県民の意識を高めていこうとしたことにあるとされている。
　1941年、太平洋戦争が始まると状態は一変する。国による経済活動の統制が強化され、県下の男性が
次々に徴兵されていくため労働力が不足し、資源や資材なども減少していった。農業も同様に、食糧増
産運動はいくらか成果をあげたものの確実に生産量は減少していった。労働者が急激に減少し、小中学
校の児童・生徒も学校の教育から離れ増産活動に駆り出された。1943年になると、一般市民が県外の炭
鉱や兵器工場に出動し、その他の人々は人手不足の農家の手伝いや飛行場作りに駆り出された。1944年
になると、食糧増産のために空き地も使われるようになった。
　女性の動員との関わりでは、1943年7月に女子学徒動員が決定、9月には女子勤労挺身隊として25
歳未満の未婚女性を動員した。また、1944年3月に、宮崎県少年及び女子馬耕技術認定書交付要綱が制
定され、1945年3月には、全国初の女子農兵隊が編成された。
　1945年には宮崎県も空襲を受けるようになり、4月から8月にかけて空襲は激化していった。8月10
日から三日間、宮崎市は大空襲を受け、市街地は焼野原になり8月15日終戦を迎えた。
1・2　宮崎県女子馬耕技術教導隊の編成
　宮崎県女子馬耕技術教導隊は、食料増産を目的に宮崎県が1944年に組織したものであるが、その全体
像はまだ明らかになっていないn。
　従来、馬耕は農家の男性が行うものだったが、戦時下には女性も行うようになっていった。『宮崎県畜
産史』によると、県によって1936年に宮崎県種畜場内に役馬利用指導者養成所が設けられた。同史に掲
載されている当時の写真から女性も馬耕をしていたことがうかがえる。全国馬耕競技大会に宮崎県の女
性も参加していたという記述も見られる。また、1941年、1942年には現在のJAにあたる農業会を中心
として女性や主婦が馬耕を行っていた。なかでも馬耕が上手だとされた女性は農業会に頼まれて、県内
各地に出向き馬耕指導をしていた。
　その後のさらなる戦局の悪化により、県下の男性が戦地に駆り出されたために労働者が減少し、田畑
の耕作に牛馬を使う人員がいなくなるという深刻な事態となった。銃後に残されているのは、年寄り、
主婦、子ども、病人である。その中で、県は農業会とは別に未婚の若い女性（当時17歳から19歳）を
動員して女子馬耕技術教導隊を編成し、食糧増産を目指した。
　女子馬耕技術教導隊は102名で構成され、彼女たちは県内の人手不足の農家の手伝いに行ったり、各
地に馬耕指導をしにまわった。馬耕指導をするために彼女らは厳しい講習を受けている。その講習を終
え認定試験に合格すると、宮崎県女子馬耕技術教導隊員としての認定証を渡された。
　女子馬耕技術教導隊員は当時、青年学校教員・農業会技術員・女子青年団員の女性を中心に、県が選
抜した女性たちであった。隊長には、当時、宮崎県の畜産課職員として働いていたM氏が任命された川。
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宮崎県女子馬耕技術教導隊は、終戦を迎え自然に解散した。
　女子馬耕技術教導隊が編成された背景には、食料増産という「本来の」目的以外に戦意高揚という意
味もあったと推測される。早川（2005）は、戦時下のメディア報道を例に「出征者、戦死者の遺族であ
る姉、妹、妻、母、祖母が男性に代わって懸命に働く姿を伝える美談がある。弱者とみなされていた女
性、その子どもから老人までが健気にも黙々と強く、逞しく一家を支え、女性が担当ではなかった重労
働の牛馬耕まで行って敢闘している話題には、銃後の士気を高めようとする意図があった」とする。宮
崎県の意図がどのようなものであったか検証することはできないが、当時の日向日日新聞（現宮崎日日
新聞）においても女性が馬耕を行う様子が敢闘美談として紹介されている1’。
〈年表〉　宮崎県女子馬耕技術教導隊の歴史
年 事項
昭和19年（1944）3月宮崎県少年及び女子馬耕技術認定書交付要綱制定
（Yさんによるとこの要綱は出来上がっていなかったのではないかと
話す。しかし、県庁の当時の資料で県が毎週火曜日、金曜日の広報
として出していたものの中に宮崎県女子馬耕技術認定書交付要綱制
定を昭和19年3月10日、金曜日の広報により見ることができた。）
昭和19年　　　○月 宮膨具女テ三馬編術繊隊の蹴
（何月であったかは明らかではなく、Yさんによると6月15日サイ
パン玉砕の頃には教導隊として働いていたという）
昭和○年　　　　○月 撒女子聯嚇教導隊から加嚇へと隊の名勒竣わる
（年、月ともに明らかではなく、Yさんは教導隊が加勢隊に変わった
ことを覚えている）
昭和20年　　　○月 馬耕指導のため朝鮮行きの話が出る
（Yさんの話によるとM氏が戦況悪「ヒのため指導員の派遣を拒み、返
事を待っまま終戦を迎えた）
平成7年（1995）8月 テレビ局TBSにより宮崎県女子馬耕技術教導隊が取り上げられる
平成7年　　　　11月 宮崎県女子馬耕技術教導隊戦友会設立第1回
（この時から毎年11月に戦友会が開かれる）
平成17年（2005）11月宮崎県女子馬耕技術教導隊戦友会　第11回　解散
（Yさんからの聞き取り調査より作成。斜体で示しているものは聞き取り調査を行ったYさんにとって
時期があいまいな部分。○は年月が分からないため記号で示した。）
2．宮崎県女子馬耕技術教導隊の経験（Yさんからの聞き取り調査）
　2006年の10月から2007年12月にかけて9回の聞き取り調査を行った。聞き取り調査の対象者は宮
崎県女子馬耕技術教導隊の一人であったYさん（1922年（大正11年）生まれ。宮崎市国富町在住）で
ある。宮崎県女子馬耕技術教導隊は県南と県北に分かれており、Yさんは県北の第一教導小隊長を任さ
れていた（当時：廣瀬青年学校の教員）。Yさんは、1944年から1945年にかけて宮崎県女子馬耕技術教
導隊の隊員として活躍した後、敗戦後は青年学校に勤務、翌1946年4月から県内の中学校において家庭
科担当の教員として勤務する。家庭の事情で退職し1年半程専業主であったが、その後復職して定年ま
で宮崎県の中学校教員として勤務した。退職後は、社会教育指導員や社会福祉協議会評議委員などを歴
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任、社会活動に携わってきた。
Yさんが語ったライフストーリーを、女子馬耕技術教導隊の経験を中心に7項目に整理する。
表記記号は以下の通りである。
「＊1」はインタビュー者の質問、応対。
「Y：」はYさんの返答。
「……・・」は会話の省略。
2・1　日本赤十字に憧れた女学校時代
　1939年、彼女が江陽高等女学校の女学生のとき、日本赤十宇の試験を受けた。彼女はH本赤十字の制
服や仕事内容も好きで、戦地に行って働くことに憧れていた。彼女は日本赤十宇で働くことを「この時
代の女性の職業」だと話す。しかし、規定の最低身長に少し足りなかったせいでYさんは試験に落ちて
しまった。彼女は大変悔しい思いをしたと語る。学生時代から彼女は戦地に行って働きたかったのであ
る。
　彼女は、女学校卒業後、1940年6月から1942年3月まで代用教員として広瀬尋常高等小学校で働く
ことになる。その後、宮崎青年師範学校に通うために代用教員を依願退職する。
2・2　戦時中の命がけの体験
　　＊：宮崎県女子馬耕技術教導隊のことでYさんがよく覚えてらっしゃる経験、エピソードとかいく
　　つかありますか
　　①Y：体験談は馬が促）跳ねた。　　＊〃はい。　　Y〃もう一息遅かったら、馬の足に跳ねられて
　　生きていなかった…と。それは大きなそれ（経験）ね。本当に（馬の）お尻に向き合わせて、こんなん
　　（馬の後ろに立っ）したら、跳ねるから危ないから体をよけて、馬のお尻ともう…こう東西にね、
　　＊〃はい　Y／／って言わんうちにボッーンとなって。慣れない馬だから。………
　　②Y：………それと、焼夷弾がぱっぱっときて、どうどこに力を入れたのか馬と一緒に、そのそれ
　　はちょうど屋根のきわだったから、田んぼの真ん中じゃなかったから、今のあの一何？何？何棚？
　　（棚田のこと）あるでしょう。ああゆう小さい所だったの。だから、思わず引いたのが馬もとられ
　　たの。一緒にこう田んぼにこう、そしたらそこに落ちているんだもん、焼夷弾が。その二っはやっ
　　ぱり運が悪かったら死んでいると、………
　彼女は以上のように二つの経験を話してくれた。これは、彼女が馬耕教導隊員のときの体験で、彼女
にとっての武勇伝である。彼女は今考えるとよくこの時代を乗り超えてきたと話す。今のYさんの座右
の銘は「成せば成る、成さずにおってなにをいうか」だという。このような体験をしながらも、彼女は
外に出ることを恐れたりせず、田んぼの真ん中で空襲があろうが自分達はお国のためだと思い、使命感
に溢れていたからだと語る。
2・3　極限の知恵
　＊：女性も竹やりとかで戦闘の練習をしたというのを聞いたことがあるのですが、それをしたこと
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ありますか。
Y：竹やりとかね、バケツリレーとかよね、私はあんまり経験無いけど見るのは見た。やっている
のは。私は学校もあるし、だけど婦人会とかそういうのではやったと思うね。でも殺されるまでこ
う待ってないよ抱　　　＊：そうですね。
Y．ああいう時代を考えると、まあ幼稚だと思うけどそんなにしてまで必死だったのよね。バケツ
リレーでしょう。それがいまのようなあれじゃなくてポンプでしょう。だから、それをくみながら、
バケツだから、まだあのホースならわかるけどバケツをね一、火がぼんぼん燃えるのにね、バケツ
で。でもそれがもう極限の知恵よね。今でこそ本当になんかかわいいような感じがするけど、もう
そのときは極限の知恵だから。
　彼女は今の時代から当時を振り返り、バケツリレーや竹やりは幼稚な方法だったと位置づける。しか
し、その当時は何も疑問に思わなかったという。彼女達は銃後を守っていくために、生きていくために
必死だった。確かに現在のような消防の力や道具はない。彼女は「極限の知恵」と語った。
2・4　Yさんにとっての宮崎県女子馬耕技術教導隊長M先生
　　＊：YさんにとってM先生はどんな方ですか。
　　Y：………あの時代をM先生と生きたというのはもう、もうみんなM先生と言ったら全幅の信頼と
　　命をかけてあの人のためなら、M先生はお国のためなら、まず宮崎の食料をなんとか確保しなくち
　　ゃ、っていうような先の見通しをして逆にこうきて、じゃあ動けるのは誰かっていうと、我々だっ
　　たわけね、だから何だろうね一あの人、あの時代我々は、私は学校、農協におる人はね農協だけど、
　　親も職場もあるけど家を出たらM先生を中心にして動いておったね。で、その中では男子に変わっ
　　て私たちが銃後を守るという、まあ言葉を改めればけなげなもう命をかけてはおるけれども、そう
　　いう意識は全然ないの、今日も県から指示があるといっき頑張ろうとこうでしょう、だから求める
　　ものは無いのに、自分がやったことが役に立ったと思うそれしかないのね。
　　　M先生は静かな人でもうみんなが馬を使ってあっちこっちで活躍しているのを田んぼで見ながら
　　口ずさんでいるのは、私たちが知らない高尚な歌というのかな、歌謡曲とかあんなじゃなくして、
　　口ずさんでおって、でっまあ私に宛てかどうかは分からんけれども、あのパァッと手帳をきって、
　　人生の道しるべをね、こんなんして荒々しい男の仕事をしながらも女性であることを、そして人間
　　であることを忘れるなっていうようなね、色々な教えがあって、まだほかにもあったの、ふっと渡
　　されるの、けど、くどくどと説明は何もないの、でも読んでみると「ああ、なるほど」と思うよう
　　なことがあるでしょう。
　　　とにかくあの時代はあの先生を軸にして、男子に代わって我々は動いた。何のためって言ったら
　　もう食料がとにかく最後になると女、年寄り、子ども、病人、まあ傷痩軍人とかね、そんなことだ
　　からもう我々が本当に…我々ならではっていうとこかな…うん、でも私の気持ちの中では男であれ
　　ば自分は銃を持ってね、戦地に行くのだ、それに代わるのだから頑張らなくちゃならない、………
　この話から、彼女が使命感をもって馬耕をしていたことがわかる。さらに、M氏に対して全幅の信頼
をおき、国に、またM氏に命を懸けている。女性であったYさん自身も戦争に勝つために必死であった。
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「男性であれば銃を持って戦地に行く、それに代わるものが銃後を守ることだ」、「自分達がしなくては
誰がやるのかという兵士のような気持ちだった」とも話す。また、彼女は日本が負けることなんて一度
も考えなかったという。「万歳といって出兵兵士を送る、すると夕方に遺骨が帰ってくるとね、これはな
んだろうかと思いよったよ。」と不思議に思いながらも、彼女は日本が勝つことを信じていた。勝っとい
うことに、その当時洗脳されていたのかもしれないと彼女自身を分析している。
　また、荒々しい仕事をしながらも彼女たちは一緒に女性らしさも求められたこ。それは、M氏とYさ
んのやり取りからわかる。また、彼女自身もM氏が言うことに納得していた。彼女自身も女性らしさ、
女性としてのたしなみは必要だと思っていたという。女性らしさを求められた時代、荒々しい仕事をし
なくてはならなかった彼女たちに女性性を常に忘れさせないためにM氏は彼女たちにメモなどを渡して
バランスを取ろうとしたのだろうか。
2・5　「馬耕魂」
　Yさんに彼女の仕事についてたずねた。彼女は仕事熱心な人であった。Yさんは教職に就き、被服とい
う科目を指導していた。彼女の指導は厳しく、朝は早くから出勤し、帰りは遅かったという。彼女は、
被服が苦手な生徒や制作が遅れている生徒を朝早くから来させたり残したりして指導した。手抜きはし
たくない、しなくてはならないことはきちんと最後までする、これは彼女のモットーだ。彼女は、これ
を「馬耕魂」ではないかと話した。
彼女はこの精神が女子馬耕技術教導隊員として活動していた際に培われたものだ、またこの「馬耕魂」
の精神が現在に続いているのかもしれないと思っている。しかし、この「馬耕魂」という言葉はYさん
の語りの中から出てきたもので、当時使われていた言葉ではない。「いま一ここ」での語りの中で作り出
された言葉である。
2・6　「（残すのは）私しかいない、自分の使命」
　Yさんは、宮崎県女子馬耕技術教導隊の当時の資料を残していきたいと考えている。残していきたい
理由を尋ねた際、彼女は「自分の使命だ」と答えた。
　YさんはM氏から20年ほどまえから資料として残していこう、隊員に連絡を取ろうという誘いを受け
ていた。けれども、彼女自身その時は現職中であったため多忙でなかなか乗り気になれなかったという。
また、彼女は50年前のことで隊員に連絡は取れないと思っていた。
　しかし、1995年7月14日、テレビ局TBSより電話をもらった。その内容は局の戦争終結50周年企画
の一場面に馬耕の様子を用いたいので協力してほしいとのことであった。そこで、撮影の8月4日まで
にYさんは県庁に足を運び当時の資料を探したが、見つからなかった。その時から、宮崎県女子馬耕技
術教導隊の資料を残していきたいと感じるようになったという。また、M氏が1997年に亡くなったこと
により、資料を残していくのは自分しかいないと強く思うようになったという。彼女は責任を感じ、M
氏への恩返しだというが、隊員にも女子馬耕技術教導隊の資料を残していかなければ申し訳ないとも感
じている。
　テレビ番組への協力をきっかけに、1995年11月に宮崎県女子馬耕技術教導隊戦友会が設立される。
この会を彼女は「銃後の食糧増産に手綱を握り馬と共に、青春をかけた隊員の集い」と表現する。それ
から毎年11月に戦友会が開かれ、2005年まで11回続いた。当初、Yさんの中でこの会を一回で終わら
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せる予定であった。しかし、隊員の中から「来年もしよう」との声が挙がり、Yさんを中心に開かれる
ようになった。
2・7　見えない「心の手綱」
　　＊：Vさんにとっての戦友会ってどんなものですか？
　　Y：一・・…たんにいう同窓会とはまた違うのよね、心の手綱で結ばれた会よね。本当に心を許した
　　仲間よね。………
　彼女たちにとって戦友会は特別なものである。Yさんも戦友会を特別に感じている。「自分たちだけし
か知らない体験」だからといえよう。同じ経験を共有した仲間と語ることができる特別な時間なのであ
る。
　Yさんは、今まで馬耕の経験を真剣に聞いてくれる人は少なかったという。また、聞かれるというこ
ともほとんどなく、彼女自身も聞かれなかったために語ろうとはしてこなかった。戦地から帰ってきた
男性達も彼女達の銃後の生活についてたずねなかった。終戦後は生きるために必死だったからかもしれ
ないという。戦争の特別攻撃隊や戦争未亡人などの勇ましい人々、悲しい人々にばかり目が向けられて
いたためかもしれない。戦時中のことを話すことにも彼女は苦ではないと話すv。
3．Yさんの語りに見るジェンダー
本章では、Yさんの語りを彼女自身のジェンダー意識と体験の語りという観点からさらに再構成し、
「ジェンダーの越境」というキーワードで考察を行う。
3・1　Yさんのジェンダー意識と体験の語り
　Yさんは女学生の時、日本赤十字で働くことに憧れていた。それは、戦線活動を行い傷病兵の看護業
務への憧れ、制服への憧れである。当時、日本赤十宇で働くことは女性の憧れの職業だったと彼女は語
る。しかしながら、戦時下において彼女は男性的な役割を担うことになる。
　Yさんは1944年から1945年に宮崎県女子馬耕技術教導隊の一員として活動してきた。彼女の語りの
中で何度も「男性であれば銃を持って戦地に行く、それに代わるものが銃後を守ることだ」、「自分たち
がしなくては誰がやるのかという兵士のような気持ちだった」という言葉を聞く。彼女は宮崎県女子馬
耕技術教導隊員として働くまで、馬など扱うことのない環境で過ごしてきた。当時、新聞をとることが
できる家庭環境にあった彼女が馬や鋤を使い、男性のように必死に働いたと語る。
　一方で、彼女はM氏に関して語る際、荒々しい男性の仕事をしながらも女性であることを、そして人
間であることを忘れるなというような礼節を彼女はM氏から教わったという。例えば、人の家を訪ねた
ら玄関で上着を脱ぐようにというようなことである。M氏から教わったことを覚えているのは彼女だけ
ではなく、他の隊員たちもそうであるとYさんは話す。男性であるM氏は、女性が男性の代わりに馬を
扱うという荒々しい仕事の中で、若い女性に女性としてのたしなみを忘れさせてはいけないという考え
の持ち主であった。それに答えるように、Yさんや隊員たちは男性に代わって馬耕を行いながらもM氏
の教えを心に留めてきたのである。語りの中から、M氏が隊員たちに女性らしさを忘れるなというよう
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に、戦時下において女性が男性役割を担うという社会状況下にあっても女性に女性らしさが求められる
側面が見て取れる。
　女性が女性らしさを求められる社会において、馬耕という男性役割の仕事がYさんにとって苦痛であ
ったかというと、苦痛ではなかったと話す。むしろ、彼女はこの経験に誇りをもっている。隊員の中に
は宮崎県女子馬耕技術認定証がその人の一生の原動力となっているという人もいるくらい、と語る。彼
女の語りの中で「男性の代わりに…」「兵士のような…」という言葉をよく用いるが、男性優位の社会で
男性の仕事を代わりに行うということに彼女は誇りを感じていた。さらに、県から馬耕教導隊員として
選ばれたのだという誇りも持っていた。
　Yさんは自分の家族についてこう語る。彼女は次女で姉や弟妹がいた。父親はYさんが母親のお腹に
入っている頃から次は男の子と願っていたようだが、現実は女の子だった。彼女の姉とYさんへの父親
の扱い方は違っていた。例えば、Yさんの父親はYさんに朝早くから畑仕事を手伝わせた。　Yさんによれ
ば、姉は畑仕事をしていない。このため、宮崎県女子馬耕技術教導隊として仕事を任されたとき、家で
馬は扱ったことはなくても畑仕事をした経験があったため、彼女は苦に感じることがなかったという。
また、Yさんの周りの20歳、21歳の同世代の女性たちが結婚していく中で、彼女は父に代わって弟や妹
を大学まで行かせてあげたいと思っていたという。そのため、すぐに結婚をすることを考えなかった。
今考えるとなぜそんな生意気なことを考えていたのかと彼女は話す。
　戦後から現在についてのYさんの語りにも彼女のジェンダー意識が見られる。Yさんに当時と現在を
比較して大きく変わったところについて尋ねたとき、彼女は女性の社会進出だと答えた。Yさん自身は
1944年から教職の仕事に就き、職業婦人であったが、彼女の周囲の女性は、結婚すると専業主婦になる
人がほとんどであった。現在では、職業婦人であったことを羨ましがられることがあるというが、当時
は職業婦人であることで否定的な声を耳にすることが多かったという。彼女も家庭の事情1948年から一
年半ほど退職し専業主婦をしていたが、その後教職に復帰した。しかし彼女には、女性は家庭にいるべ
きだという考えがある。彼女は、男女協働も良いが犠牲になるのは子どもだからだと話す。このような
考えを持ちながらも、彼女は仕事熱心で朝早くから帰りはおそくまで仕事をしてきた。家にもよく仕事
を持ちかえってしていたという。
　最近の教育問題に触れながら、以前は当たり前のように子どもたちは躾けられてきたが、現在は子ど
もの数が少なく、親が高学歴で問題児を育てているのではないかと語る。さらに、「今時の子は…」とい
う親がいるが「じゃあお母さん、あなたはしっかりしていますか、主婦をしっかりやっていますか」と
Yさんは問いたいと話す。彼女は「性別が違うのだから役割が違うことは当然で、男性がすべきことを
し、女性は女性のすべきことしなくてはならない」、「男たるもの台所に入るべからず」という考えを持
っている。彼女はこの言葉の通り、彼女の亡くなった夫は台所に立ったことがない。また、夫も彼女が
具合の悪いときでさえ、台所に立つことはしなかったという。彼女もそのことに不満を感じることはな
かったようだ。っまり、Yさんは、男女は生物学的・自然的に違う性をもっているのだから違いがあっ
ても仕方のないことだと考えている。
　彼女自身が職業婦人であったにもかかわらず、Yさんは働く女性に対して批判的である。それにはい
くっかの理由が考えられる。第一に、彼女自身が職業婦人であったため、自分の過去を振り返り反省を
感じているということが考えられるだろう。第二に、彼女がしてきたように女性が外で働くのであれば、
家庭のことも子育てもきちんとするべきだ、両立ができないのであれば仕事は諦めた方がよいと思って
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いることも考えられる。第三に、彼女が教師として女子生徒のみに育児や被服を指導してきたというこ
とが考えられる。家庭科が男女共修になったのは彼女が現役を退いた後である。女子生徒に女性のたし
なみとして家庭科を教えるという仕事は、彼女自身が職業を持っことと矛盾しなかったのではないだろ
うか。
3・2　ジェンダーの越境
　桜井（2003）によると、女性は「身近な人物との関係や生活で直面した体験を語るときが、もっともい
きいきしている」という。反対に男性は、「自分の仕事や地域の社会組織を語るときが、いきいきしてい
る」という。これはYさんの場合にもあてはまる。彼女は教師の仕事について語るときも、生徒につい
て話す場面でいきいきした表情をみせる。また馬耕について語るときも同様で、例えば、自分について
ばかり話すのではなく、宮崎県女子馬耕技術教導隊の隊員について、戦友会の人々との関わりについて、
M先生について、馬耕指導に出かけるときの家族とのやりとりについて詳しく話す。
　しかしながら、語りの内容からは、男性的な面を多く見ることができる。日本赤十字の試験を受け、
仕事内容や制服に憧れたことなど、彼女の女性らしさを感じさせる部分がある一方で、戦地に赴いて働
く意義を語るというような部分である。戦時中の命に関わる体験談からは彼女の強さが感じられる。彼
女は命を失いそうな体験をしながらも、「お国のために」、「自分たちがしなくては誰がやるのかという兵
士のような気持ち」だった。これらの言葉からも、彼女の勇ましさ、男性性が見て取れる。
　戦後のライフヒストリーについての語りにも、彼女の使命感や責任感の強さを読み取れるところがあ
る。例えば、教師としての仕事をしているときも、朝は早くから出勤し帰りは遅くまで残ったというこ
とからもわかるように、仕事に対して一切手を抜いたりすることはなかったという。このことを、彼女
は語りの中で「馬耕魂」という言葉にして表現した。また、当時の宮崎県女子馬耕技術教導隊に関する
資料を残していくのは自分の使命だという強ぽ吏命感、「私しかいない」という強い責任感を持っている。
　Yさんは戦時下において馬耕教導隊員として働き、戦後は教師として働き、退職後も休む間もなく、
さまざまな社会活動をしてきた。国富町社会教育指導員、国富町選挙管理委員、宮崎県消費者啓発推進
員、国富町社会福祉協議会老入等給食サービス事業運営委員、社会福祉法人　慶明会評議員を歴任した。
こうした彼女のライフヒストリーは、彼女自身のジェンダー意識とは反対に男性役割を多く担い、むし
ろ男性的といってもよい。それが語りの内容にみる男性性にも影響しているといえる。戦時下、戦後を
通して「ジェンダーの越境」を経験してきたのである。
　こうしたYさんのライフストーリーにみる「ジェンダーの越境」を図に示した（図「Yさんのライフ
ストーリーとジェンダー」）。縦軸は男性役割、女1生役割、横軸は男性、女性の性別である。「教師＊，1は
仕事という側面から「男性そ婿11／男性」に分類した。また、彼女は、教師として女子生徒に「被服、育
児指導＊、」をしてきたので「男性役割／女性」にも分類した。「日本赤十字への憧れ2」は、Yさんから
男性のように戦地に行って活躍することへの憧れの話を聞き、「男性役割／男性」に、「赤十宇看護婦・」
は外で働くことから男性役割であるが、仕事内容（職種）は女性の仕事として「男性役割／女性」にそ
れぞれ分類した。
　男性役割、女性役割という軸でみると、戦時下、戦後を通して彼女はジェンダーを越境して男性役割
を多く担ってきたことがわかる。
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＜図＞　Yさんのライフストーリーとジェンダー
男性役害1
囲
宮崎県女子馬耕技術教導隊
教師＊1
退職後の社会活動
日本赤十字への憧れ＊2
〉被服、育児指導＊1
当時のM氏へ対しての憧れ
家事・育児と仕事の両立
國
麺
　現在の彼女にとって宮崎県女子馬耕技術教導隊の経験は誇りである。「自分たちしか知らない」という
特別な経験であるとも話す。また、Yさんは語りの中で「男性が戦地に行ってしまった代わりとして」
という部分を繰り返す。女性である自分たちが男性の仕事を担ったという誇りである。それは、男性の
代わりに各地に出向いて活躍してきたという誇りである。彼女が、社会から、周囲から必要とされてい
た時代だった。女性らしさも忘れることなく、守りながら仕事をしてきた。現在の置かれている立場と
過去の置かれていた状況とのギャップから、当時活躍してきた経験を、彼女自身は輝かしいものと位置
づけ自己評価しているv1。
　戦後も、Yさんは、職業婦人でありながら家事も育児もしてきた。外の仕事、内の仕事も両方こなし
てきた。Yさんの夫は内の仕事をしていない。　Yさん自身、男性が内の仕事をすることを許さなかった。
現在において女性は結婚、出産後も仕事を継続する選択肢を持つ。男性も家事分担をする者もいる。Y
さんは、彼女が思う男女のあり方と現在の男女のぞ鰭llの関係にギャップを感じている。
　戦時中も現在も、女性が、男性が従来やってきたことに踏みこむことは構わないということがわかる。
「男性の代わりに…」「兵士のような…」という言葉が頻繁に出てきたが、男性優位の社会で男性の仕事
を代わりにするということに彼女は誇りを感じている。しかし、逆に男性が女性のする領域に入るとい
うことはYさんにとってタブーのようだ。っまり、女性が外で働くのであれば、家事も仕事も両方をこ
なさなくてはならないが、女性にのみ男性役割も担うことができると考えている。彼女のこのような認
識が、ジェンダーを越境してそeSfiを担ってきた彼女自身のライフコースを形成しており、またそれを肯
定的に評価していることに繋がっているといえる。
　Yさんは大正、昭和、平成の社会を生きてきた。彼女は、聞き取り調査をきっかけに戦時中のことを
以前より振り返って考えるようになったと話す。語ることにより「馬耕」の経験が自分のライフヒスト
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リーに価値あることとして位置付けられ、同時に資料を残すことに意欲を持つようになった。家父長的
な価値の中でジェンダーを越境して活躍してきたYさんの語りは、歴史の掘り起こし以上に、私たちに
いわゆる「ジェンダー意識」が形成されてきた過程を教えてくれる。
おわりに
　本稿では、宮崎県女子馬耕技術教導隊に女性の一人がどのようにかかわってきたか、当事者が現在、
その経験にっいてどのような評価をしているのかについてライフストーリー法による聞き取りから記述
し、考察した。女性が戦時下において、女子馬耕技術教導隊員として活躍してきたという事実は地域女
性史として宮崎県の女性史の一部であるが、それ以上に、Yさんのライフストーリーとジェンダーとい
う観点から考察を行い、ジェンダー史として記述したことにより、ジェンダーの可変性、重層性につい
て知ることができたのではないかと考える。
　ジェンダー史学は、「歴史という縦軸でのジェンダーの可変性に着目し、一見固定的かっ本質的に見え
る性別役割も、特定の時空において構築される可変的・非本質的なもの」である（長野2006）。Yさんか
らの聞き取り調査の結果を女性史としてだけ示すのではなく、ジェンダー史という視点を用いることで、
当時のジェンダーがどのようなものであったか、それが戦後から現在までどのように連続あるいは分断
されてきたのかがわかる。さらに、「Yさんの語り」に焦点をあてることで、一人の人間の中にもジェン
ダー可変的に、重層的に存在していることがわかる。ジェンダー史は、ただ歴史を並べるものではない。
ジェンダー史として歴史を記述することは現在のジェンダーの在りようを知る上でも有効な方法である
といえる。
注
1聞き取り調査をライフストーリーとジェンダーという観点から考察することの意味にっいては四方
（2007a）において整理を行い、ライフストーリー法の特徴、女性史からジェンダー史への展開について
も述べているので本稿では割愛する。本聞き取り調査は、研究協力者である奥野翠さん（宮崎公立大学
2006年度卒業生）の協力に多くを負っている。
1」宮崎県文書センターに宮崎県畜産科の資料があるものの、整理はされておらず、Yさんはじめ、当時
女子馬耕技術教導隊員であった女性たちが語ることで、明らかになり始めたところである。筆者は2005
年より宮崎県において女性史聞き取り調査を行っている。宮崎県女子馬耕技術教導隊にっいては、2006
年より現在県内在住の元隊員十数名から聞き取り調査を行う他、現存する資料の保存（四方2007b＞を
行っている。
IH{崎県女子馬耕技術教導隊の編成に関わり隊長を務冨）たのが、宮崎県畜産課に在籍していた毛頭謹治
氏である。（本稿ではM氏、またはM先生としている。）
Iv u白布は蹴る馬だ」（1944年9月：日向日日新聞）など。
v反対に、当時のことを思い出したくない、話したくないという人は戦友会には出席しない。Yさんは
そういう人がいることも知っているという。共有できる経験をしていてもその位置付けが異なることの
例である。
”戦争協力との関わりで述べると、上野（1998）によると「回想された過去（the　past　as　rec。nstructed　in
the　present）として再構成された記憶の中では、女性がみずからを加害者として認識している例は少な
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い」という。それはYさんも同様である。彼女の語りの中で戦争に対し疑問を感じていたと思われる所
が見られないわけではない。「産めよ、増やせよ、の時代で人間が戦争の道具になった」、「万歳といって
出兵兵士を送る、すると夕方に遺骨が帰ってくるとね、これはなんだろうかと思いよったよ。」と語る。
しかし一方で、戦争に負けることは一度も考えなかったし、勝つと信じていたと語る。銃後での守り、
務めを必死に支えてきたため負けることなど考えもしなかったという。男性に代わって命がけで働いた
ということに肯定的である。
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